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関連文献を
テーマ別に通覧

●2011年7月～2020年6月までの9年間に、国内
で図書または雑誌記事として出版・発表され
た原子力・エネルギー問題・核問題・放射能
汚染などに関する16,299点を分類体系に沿っ
てテーマ別に通覧できる文献目録です。『原
子力問題 図書・雑誌記事 全情報 1985-1999』
（2000.4刊）、『同 2000-2011』（2011.10刊）の
最新継続版。

●2011年東日本大震災に伴う福島第一原発事故
後の図書・雑誌記事の論調・傾向・関心をみ
ることができる。

●収録図書には書誌情報と目次情報を記載、雑
誌記事は総合誌・一般誌・専門誌から採録し
ました。

●「著者名索引」「事項名索引」および原子力関
連の「略年表」付き。

日外アソシエーツ 編　A5・740頁　定価（本体23,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2850-5　2020年10月刊行
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● 福島第一原発事故以降9年間の流れを俯瞰 ●
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【見出し例】

◆原子力問題一般
年鑑・白書・書誌／歴史／思想／マスコミ・メディア・アーカ
イブ：《吉田調書》

◆原子力政策・行政
エネルギー政策：《一般政策》／原子力関連法：《震災復興》《原賠法》
／安全管理・規制：《原子力規制委員会》《新規制基準》《防災》《核
セキュリティ》／国際・外交／地方自治／国際会議・国際機関：《国
際原子力機関（IAEA）》／原子力研究・開発：《原子力教育・人材育成》

◆平和利用とその問題
エネルギー問題一般：《再生可能エネルギー》／環境問題／原子
力広報／原子力発電：《原子力発電所》《原子力産業》《原発の安全性》

《原発関連労働者》《原発再稼働問題》《原発事故とその後》《原発計画・
開発》《原発論争》／核燃料：《核融合》／原子炉：《廃炉・廃止措置》
／放射性廃棄物：《処理問題》《廃棄物処理施設》《核燃料サイクル》

《再処理施設》／海外事情：《アジア》《ヨーロッパ》《ロシア（旧ソ連）》
《ベラルーシ》《アメリカ》《カナダ》《オーストラリア》
◆軍事利用
核兵器・放射能兵器：《原爆》《核実験》《空母・原潜》《核・原発テロ》
／核武装・軍備：《安全保障》／核軍縮・不拡散：《平和教育》／
海外事情：《アジア》《ヨーロッパ》《ロシア（旧ソ連）》《アメリカ》《米
ソ・米ロ関係》

◆放射能汚染・放射線障害
放射能・放射線と健康リスク：《線量調査》／放射線障害：《被ばく》

《防護》／公害・汚染：《森林・土壌汚染》《海洋・河川汚染》《除染》《動
物への影響》《食品汚染》／放射線教育

◆原子力と文学
原爆文学：《被爆体験記》《児童文学》／原発文学：《被災体験記》

原子力問題 図書・雑誌記事 全情報 2000-2011
A5・660頁　定価（本体23,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2341-8　2011.10刊

原子力問題 図書・雑誌記事全情報 1985-1999
A5・510頁　定価（本体16,000円＋税）　ISBN978-4-8169-1603-8　2000.4刊

■既刊
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内容見本平和利用とその問題 原子力発電
 

《原発再稼働問題》
【雑誌記事】
04477　原発再稼働の見通し立たず現実味帯

びるブラックアウトの恐怖（特集原発停
止！ 電力需給「戦後最大の危機」）「エネ
ルギーフォーラム」　57（679）　2011.7 
p20～22 

04478　［2011年］6月13日特別速報原子力発
電の再稼働の有無に関する2012年度までの
電力需給分析（第1回） 日本エネルギー経
済研究所 「エネルギーフォーラム」 57
（679） 2011.7　p122～125

04479　金曜アンテナ 「原発がなくても夏は
乗り切れる」ことを恐れる経産省　玄海原
発再稼動の“密室説明会”「金曜日」 19

04718　東海第二原発の再稼働を認められな
い8つの問題点　山崎久隆 「序局 ： 新自
由主義と対決する総合雑誌」 （23） 
2020.1　p129～135 

04719　原子力発電所の再稼働・審査状況
（特集原子力業界の現状と将来展望） 渥美
法雄 「電機」 （809） 2020.1　p16～19

04720　女川原発再稼働が県との攻防戦に ： 
市民と野党の共闘で政治を変える市民連合
みやぎ森田眞理 「先駆」 （981） 2020.2 
p8～10

04721　原発が爆発したら責任者は有罪（4）
再稼働支援に2200億円被害者支援は後回し 
「食品と暮らしの安全」 （370） 2020.2

【図書】 
04724　原発を再稼働させてはいけない4つの

理由　合同出版　2012.3　79p　21cm （合
同ブックレット　eシフトエネルギーシ
リーズ Vol.1）　600円　Ｉ　978-4-7726-
1072-8　Ｎ　543.5 
内容　第1章　原発再稼働のこれだけの問題点

（すべての原発を「いったん」止める必要
性運転再開へのなりふり構わぬ動きほか） 
第2章　原子力規制行政は破綻している（安
全性チェック体制がまともに機能していな
い事業者のごまかしが通る定期検査ほか） 
第3章　ストレステストでは安全確認はでき
ない（ストレステストには「合格基準」が
ない地震の規模想定が福島事故前と同じほ
か） 第4章　原発なしでも電気が不足する
ことはない（ピーク時9.2%の供給不足にな
るという試算非現実的な政府試算ほか） 第
5章周辺自治体と周辺住民の同意を得られて
いない（福島原発事故後の地元自治体の状
況原子力安全協定とはほか）

04733　原発再稼働適合性審査を批判する　炉工
学的安全性を中心として　本の泉社　2019.1
　118p　21cm　926円　Ｉ　978-4-7807-
1916-1　Ｎ　543.5 
内容　第1章　新規制基準と適合性審査（「誰

が」再稼働を認めるのか―最終責任者不在
の許認可体制再稼働を止めるためには、適
合性審査を批判しなければ始まらないほ
か） 第2章　BWR（沸騰水型炉）の適合性
審査批判（BWRの特徴と「主要な論点」 
注水には成功、除熱に失敗のケースがほと
んどほか） 第3章　PWR（加圧水型炉）の
適合性審査批判（「従来の基準」と新規制
基準との比較加圧水型炉（PWR）の構造的
脆弱性ほか） 第4章　溶融炉心の挙動とコ
アキャッチャー（高温溶融炉心の挙動コア
キャッチャーの必要性） 第5章福島溶融
炉心の現状、取り出しは可能か（すべて
の道は炉心溶融に通ず溶融以前の炉心構
成物質ほか） （付表）適合性審査会合一
覧 

《核燃料サイクル》
【雑誌記事】
09955　米ブルーリボン委員会の小委員会が

勧告案を公表―核燃料サイクルのバックエ
ンド政策の道筋示す 窪田秀雄 「Business 
i. ENECO： エネルギーと地球環境の明日
を考える経済専門誌」 44（8）通号522 
2011.8　p60～63

09956　原発事故の影響は!? 核燃サイクルの
行方を探る A，B，C 「エネルギーフォー
ラム」57（681）　2011.9　p38～42 

09957　核燃サイクルに原発事故の影響　
「EPreport」 通号1704　2011.9.1　p1～3

09958　東奔政走 「挙党一致」「政官協調」
で核燃料サイクル幻想から抜け出せ山田孝
男 「エコノミスト」 89（42）通号4191 
2011.9.27　p36～37

09959　日本に再処理が必要な理由を話そう
（原子力のいま ： 立地地域の声を聞く） 
三角武男「Energy for the future」 36
（3）通号143　2012　p28～3

09960　破綻した核燃料サイクル抜本的見直
しに向けた国民的議論が待ったなしに
（3.11から1年日本のエネルギーを考え
る） 木舟辰平　「エコノミスト」　90
（11）通号4219　2012.3.13　p86～87

09961　日本の核燃料サイクル ： その意味
と歴史的重み（我が国の核燃料サイクル） 
河田東海夫 「Aτ oµoσ ： journal of the 
Atomic Energy Society of Japan」　54
（4）通号634　2012.4　p235～242

09962　今後の核燃料サイクルについて ： 
コスト等から見た核燃料サイクル（我が国
の核燃料サイクル） 山名元 「Aτ oµo
σ ： journal of the Atomic Energy 
Society of Japan」 54（4）通号　634 
2012.4 p243～249 

【図書】
10028　なぜ再処理するのか？ 原子燃料サイ

クルの意義と技術の全貌エネルギーフォー
ラム2014.7　239p　18cm　（エネルギー
フォーラム新書 026）　900円　Ｉ 
978-4-88555-433-9　Ｎ　539.48
内容　第1章　核分裂の発見から平和利用まで

の国際的な動き　第2章　日本はいかにし
て再処理技術を獲得できたのか？ 第3章　
六ヶ所再処理工場の建設　第4章　再処理
事業の意義　第5章　ガラス固化体は安全
に地層処分できる　第6章　原子燃料サイ
クルを支える技術分野　第7章　再処理技
術開発の歴史と英仏の再処理工場

10029　我が国将来世代のエネルギーを担う
核燃料サイクル脱炭素社会のエネルギー安
全保障　日本原子力産業協会原子力システ
ム研究懇話会　2019.3　9, 177p　26cm　
（NSA/commentaries　no. 24）　　　　
　Ｉ 978-4-88911-311-2　Ｎ　539.48

◆使用済み燃料
【雑誌記事】
10030　フクシマからの出発―福島原発事故

とこれからの原子力政策（その3）浮き彫
りになった使用済み燃料貯蔵の安全問題グ
ループ311　「エネルギーフォーラム」 57
（680） 2011.8　p40～43

10031　使用済み核燃料の処理・処分問題を
考える（溜まりつづける使用済み核燃料核
廃棄物の処分問題を考える ： 北海道・幌
延を核のゴミ捨て場にさせないために）　
鈴木剛　「北海道経済」 （547） 2012.11
　p2～18

10032　金属キャスク貯蔵技術（使用済燃料
の貯蔵技術） 亘真澄　「Den-chu-ken 
topics」 14　2012.11　p3～6

平和利用とその問題 放射性廃棄物
 

◆◆◆イラン核合意
【雑誌記事】
13297　イラン「歴史的合意」の波紋 ： 核問

題「Newsweek」　28（47）通号　1377　
2013.12.10　p32

13298　イラン核合意を脅かす相互不信 ： 核
協議（ISSUES 2014）「Newsweek」　29
（1）通号　1380　2013.12.31-2014.1.7　
p59

13299　海外ニュースの読み方 国際情勢を考
えるキーワード ： 国連創設70周年 イラン
核合意 アジアインフラ投資銀行 星野俊也 
「国連ジャーナル ： 国際情報誌」 2015.秋
　p23～26

13300　PERISCOPE InternationaList IRAN 
イラン核合意の実現はアメリカが障害に？ 
「Newsweek」　30（15）通号1443　
2015.4.14　p10

13301　世界情勢を読む（第130回）中東を震
撼させるイラン核合意　山浦嘉久　「月刊

13307　新興国経済カントリーフォーキャス
トイラン6カ国との核開発協議が最終合意
　岡本康宏 「金融財政事情」 66（30）通
号3130　2015.8.10　p62

13308　イラン核合意の成立とIS対策への影
響 ： 変化の可能性とその方向性（特集中
東情勢と「イスラム国」問題） 坂梨祥 
「海外事情」 63（9）　2015.9　p43～56 

13309　トレンド2015 イラン核合意がもたら
した「副作用」に対応せよ　田中浩一郎 
「外交」 33　2015.9　p58～64

13310　イラン制裁動向イラン核合意と中東
の地域秩序 ： 合意の意味と地域パワーバ
ランスへのインパクト　立山良司　
「CISTEC journal ： 輸出管理の情報誌」 
（159）2015.9　p99～107

13311　国際情勢イランの核開発問題をめぐ
る協議が最終合意　「治安フォーラム」 21
（10）通号250　2015.10　p74～76

13312　歴史的なイラン核合意と中東の今

【図書】
13339　中東研究　特集：イラン核合意後の

国際情勢と中東地域秩序　第525号　中東
調査会　2016.1　103p　21cm　2000円　
　Ｉ　978-4-88702-031-3, ISSN0910-5867
内容　大使の見たままに―イラン核合意とイラ

ン情勢　特集：イラン核合意後の国際情勢
と中東地域秩序（核問題合意のイラン国内政
治への影響　イラン核合意の米・イラン関
係への影響ユーラシア複合危機の中のイラ

　ンとロシア　価格崩落下の国際石油市場　
サウディアラビア・イラン間の安全保障の
ジレンマ―全方位均衡論の応用から　クサ
イルからの道―ヒズブッラーによるシリア
「内戦」への軍事介入の拡大イラン核合意
と南アジア―パキスタンの視点から）　最
近の動向（イスラエル極右の脱「周縁」―
カハネからリーベルマンに至る水脈と欧
米・中東の多文化共生社会の挫折　難民問
題 と ハ ン ガ リ ー 政 治 ― 「 未 来 な き 黙
示」？）　書評

海外事情 軍事利用
 

図書には
内容情報を記載


